








本日のアンコールについて 
 

本日のアンコールは、 
 

メンデルスゾーン： 
劇付随音楽「真夏の夜の夢」op.61～夜想曲(抜粋) 
 

でした。 

 
 
この曲は、イギリスの作家・シェイクスピアの喜劇「真夏の夜

の夢」の付随音楽としてメンデルスゾーンが 1843 年に作曲した

ものです。本日のテーマ「イギリスにまつわる音楽」の一環です。

ただし、この曲は、メンデルスゾーンがプロイセン王の依頼で書

いたもので、イギリス訪問とは直接関係はないようです。 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★  

シェイクスピアの戯曲の原題は「A Midsommer Nights Dreame (A Midsummer 
Night’s Dream)」ですが、この「Midsummer Night」は祭りが行われる夏至の前夜を
意味するので「真夏の夜」と訳すのはおかしいと、日本では「真夏論争」が勃発しま

した。しかし、実際には、戯曲の作者が「盛夏」なのか「夏至」なのか、どちらの意味
でこの言葉を使っているかは、分かっていません。最近は、折衷案で「夏の夜の夢」
と言われることが多くなっていますが、変化を好まない古い人間には違和感がありま

す。夏至も暦の上では「真夏」とも言えるし、夏至の祭りよりお盆の方が浸透している
日本では、「真夏」と訳した方がピンとくるのではないでしょうか。ただし、メンデルス
ゾーンの劇音楽の原題は、ドイツ語の「Ein Sommernachtstraum（ｱｲﾝ･ｿﾞﾝﾏｰ･ﾅﾊ
ﾄ･ｼｭﾄｩﾗｳﾑ）」です。これだと「夏の夜の夢」と訳すべきかもしれませんね。ちなみに、
ドイツ語で「真夏」は、「Hochsommer（ﾎｯﾎ･ｿﾞﾝﾏｰ）」と言うらしいです。 


	Image_01777
	Image_01778
	Image_01779
	Image_01780
	アンコール説明　ED92回

